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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケジューラ管理サーバとの間でスケジューラの同期処理を行うことができる通信端末
において、
　制御情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された制御情報にしたがった処理を実行する処理手段と、
　ユーザ操作または外部ネットワークからの指示に基づいて、情報の送受信に起因する処
理および操作受付うちの少なくとも一方を禁止するロック状態に移行させるロック手段と
、
　前記ロック手段によるロック状態であるときに前記受信手段により制御情報が受信され
ると、前記処理手段による処理を実行することなく、当該制御情報を記憶する記憶手段と
を備え、
　前記処理手段は、前記制御情報がスケジューラの同期処理を指示するものとして、前記
記憶手段に記憶されていた場合に、前記ロック手段によるロック状態が解除されると、前
記記憶手段に記憶されている制御情報にしたがってスケジューラの同期処理を実行するこ
とを特徴とする通信端末。
【請求項２】
　制御情報に基づいた処理の優先度を記憶するデータベースをさらに備え、
　前記処理手段は、前記データベースに記憶されている優先度にしたがって制御情報に基
づいた処理を実行することを特徴とする請求項１に記載の通信端末。
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【請求項３】
　前記受信手段により一の制御情報が受信され、前記記憶手段に一の制御情報が記憶され
た後、前記受信手段により再度当該一の制御情報が受信されると、前記記憶手段は、当該
再度受信された一の制御情報を記憶しないことを特徴とする請求項１または２に記載の通
信端末。
【請求項４】
　スケジューラ管理サーバとの間でスケジューラの同期処理を行うことができる通信端末
の通信方法において、
　制御情報を受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信された制御情報にしたがった処理を実行する処理ステップ
と、
　ユーザ操作または外部ネットワークからの指示に基づいて、情報の送受信に起因する処
理および操作受付うちの少なくとも一方を禁止するロック状態に移行させるロックステッ
プと、
　前記ロックステップによるロック状態であるときに前記受信ステップにより制御情報が
受信されると、前記処理ステップによる処理を実行することなく、当該制御情報を記憶す
る記憶ステップと
　を備え、
　前記処理ステップは、前記制御情報がスケジューラの同期処理を指示するものであると
して、前記記憶ステップにおいて記憶された場合に、前記ロックステップによるロック状
態が解除されると、前記記憶ステップにて記憶された制御情報にしたがってスケジューラ
の同期処理を実行することを特徴とする通信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロック状態に移行可能な通信端末およびこれを用いた通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話などの移動機においては、紛失、盗難時に、不正利用を防ぐため、またデータ
を盗み見られないように遠隔操作によりロックすることができる。例えば、特開２００７
－２６６９８３号（特許文献１）には、遠隔操作によりロックモードに切り替えることが
記載されている（要約書参照）。
【特許文献１】特開２００７－２６６９８３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、移動機がロック状態にあり、発信制限などの処理制限を行っている場合
に、電子メールの着信処理、またはスケジューラの同期処理などの要求があっても、それ
ら要求に対する処理が発信制限の対象である場合には、実行することができなかった。し
たがって、ロック状態を解除した後に、ユーザが手動で、例えばメールアプリケーション
を起動させ電子メールの着信処理のための操作を行ったり、またはスケジューラの同期処
理を行うためのアプリケーションを起動させる必要があった。よって、電子メールを迅速
に取得することができなかったり、また、スケジューラの同期処理を迅速に行うことがで
きず、スケジューラの内容が不一致のままとなったりして、ユーザとっては不便であった
。
【０００４】
　そこで、本発明は、ロック状態中に発生した処理要求をロック解除後に迅速に処理する
ことができる通信端末および通信方法を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】



(3) JP 4564073 B2 2010.10.20

10

20

30

40

50

【０００５】
　上述の課題を解決するために、本発明の通信端末は、スケジューラ管理サーバとの間で
スケジューラの同期処理を行うことができる通信端末において、制御情報を受信する受信
手段と、前記受信手段により受信された制御情報にしたがった処理を実行する処理手段と
、ユーザ操作または外部ネットワークからの指示に基づいて、情報の送受信に起因する処
理および操作受付うちの少なくとも一方を禁止するロック状態に移行させるロック手段と
、前記ロック手段によるロック状態であるときに前記受信手段により制御情報が受信され
ると、前記処理手段による処理を実行することなく、当該制御情報を記憶する記憶手段と
を備え、前記処理手段は、前記制御情報がスケジューラの同期処理を指示するものとして
、前記記憶手段に記憶されていた場合に、前記ロック手段によるロック状態が解除される
と、前記記憶手段に記憶されている制御情報にしたがってスケジューラの同期処理を実行
する。
 
 
【０００６】
　また、本発明の通信方法は、スケジューラ管理サーバとの間でスケジューラの同期処理
を行うことができる通信端末の通信方法において、制御情報を受信する受信ステップと、
前記受信ステップにより受信された制御情報にしたがった処理を実行する処理ステップと
、ユーザ操作または外部ネットワークからの指示に基づいて、情報の送受信に起因する処
理および操作受付うちの少なくとも一方を禁止するロック状態に移行させるロックステッ
プと、前記ロックステップによるロック状態であるときに前記受信ステップにより制御情
報が受信されると、前記処理ステップによる処理を実行することなく、当該制御情報を記
憶する記憶ステップとを備え、前記処理ステップは、前記制御情報がスケジューラの同期
処理を指示するものであるとして、前記記憶ステップにおいて記憶された場合に、前記ロ
ックステップによるロック状態が解除されると、前記記憶ステップにて記憶された制御情
報にしたがってスケジューラの同期処理を実行することを特徴とする。
 
【０００７】
　この発明によれば、ユーザ操作または外部ネットワークからの指示に基づいて、情報の
送受信に起因する処理または操作受付のうち少なくともいずれか一方を禁止するロック状
態であるときに制御情報が受信されると、当該制御情報を記憶する。これにより、ロック
状態であるときに受信された制御情報を保持しておくことができ、ロック状態を解除した
ときには、その制御情報を利用した制御を可能にさせ、使いやすい装置を実現することが
できる。通常、通信装置は、制御情報を受信するとその制御情報に基づいた処理を実行す
るよう構成されているものであり、ロック状態であってその制御情報に基づいた処理を実
行することができない状態であっても、制御情報それ自体を記憶しておくことで、例えば
、ロック解除後に、その制御情報のみを用いることで、当該制御情報に基づいた処理を実
行させることができる。よって、手動で制御情報にしたがった処理を起動させることなく
、制御情報に基づいた処理を実行することができ、迅速且つ確実な処理を実現することが
できる。
 
【００１０】
　また、本発明の通信端末は、制御情報に基づいた処理の優先度を記憶するデータベース
をさらに備え、前記処理手段は、前記データベースに記憶されている優先度にしたがって
制御情報に基づいた処理を実行することが好ましい。
【００１１】
　この発明によれば、優先度の高い制御情報の処理については、より早く実行されること
になり、使い勝手のよい装置を実現することができる。
【００１２】
　また、本発明の通信端末は、前記受信手段により一の制御情報が受信され、前記記憶手
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段に一の制御情報が記憶された後、前記受信手段により再度当該一の制御情報が受信され
ると、前記記憶手段は、当該再度受信された一の制御情報を記憶しないことが好ましい。
【００１３】
　この発明によれば、一の制御情報が受信され、一の制御情報が記憶された後、再度一の
制御情報が受信されると、当該再度受信された一の制御情報は記憶されない。よって、同
じ制御信号を複数記憶させることがなくなり、例えばロック解除となったときに、処理を
実行しようと思った場合に、同じ処理を何度も行うことを防止することができ、使い勝手
のよい装置を実現することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ロック状態であるときに受信された制御情報を保持しておくことがで
き、ロック状態を解除したときには、その制御情報を利用した制御を可能にさせ、使いや
すい装置を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　添付図面を参照しながら本発明の実施形態を説明する。可能な場合には、同一の部分に
は同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
【００１６】
　図１は、本実施形態の通信端末１００の機能を示すブロック図である。通信端末１００
は、例えば携帯電話機などの移動機であって、例えばスケジュールデータのバックアップ
を行うサーバ２００と通信接続することができ、通信端末１００はサーバ２００からスケ
ジュールデータを送信し、またサーバ２００において管理されているスケジュールデータ
との同期処理を行うことができる。また、サーバ２００がメールサーバとして機能するも
のである場合には、電子メールの着信信号をサーバから受信することができる。
【００１７】
　図１に示すように、通信端末１００は、通信部１０１、状態確認部１０２、機能実行部
１０３、機能部１０４ａ、１０４ｂ、１０４ｃ、記憶部１０５、優先度データベース（Ｄ
Ｂ）１０６、および操作部１０８を含んで構成されている。
【００１８】
　この通信端末１００は、図２に示すハードウェアにより実現される。図２は、通信端末
１００のハードウェア構成図である。図１に示される通信端末１００は、物理的には、図
２に示すように、ＣＰＵ１１、主記憶装置であるＲＡＭ１２及びＲＯＭ１３、入力デバイ
スであるキーボード及びマウス等の入力装置１４、ディスプレイ等の出力装置１５、ネッ
トワークカード等のデータ送受信デバイスである通信モジュール１６、ハードディスク等
の補助記憶装置１７などを含むコンピュータシステムとして構成されている。図１におい
て説明した各機能は、図２に示すＣＰＵ１１、ＲＡＭ１２等のハードウェア上に所定のコ
ンピュータソフトウェアを読み込ませることにより、ＣＰＵ１１の制御のもとで入力装置
１４、出力装置１５、通信モジュール１６を動作させるとともに、ＲＡＭ１２や補助記憶
装置１７におけるデータの読み出し及び書き込みを行うことで実現される。以下、図１に
示す機能ブロックに基づいて、各機能ブロックを説明する。
【００１９】
　通信部１０１は、外部ネットワークから各種制御信号、情報を受信する部分であって、
例えば、遠隔にある端末からリモートロックのための制御信号の受信、電子メール受信の
ための制御信号の受信、スケジューラ管理サーバであるサーバ２００との間のスケジュー
ラ、電話帳データなどの同期処理のための制御信号の受信などの、各種制御信号の受信が
行われると、その旨を機能実行部１０３に出力する。また、通信部１０１は、これら各種
制御信号を受信すると、状態確認部１０２にその旨を出力する。
【００２０】
　状態確認部１０２は、通信部１０１において上述制御信号が受信されると、通信端末１
００の状態がリモートロック状態であるか否かを判断する。例えば、状態確認部１０２は
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、リモートロック状態であることを示すフラグに基づいてリモートロック状態であるか否
かを確認することができる。このフラグは、機能実行部１０３内に記憶されており、通信
部１０１によりリモートロック状態に移行させる旨の制御信号が受信されると、そのため
のフラグが機能実行部１０３に記憶されることになる。
【００２１】
　なお、ここでのリモートロック状態とは、ユーザが通信端末１００を操作することがで
きない、通信端末が各種信号の送受信に起因した処理を行うことができない、などの状態
にすることをいい、例えば、電話をかけることができない、電子メールを受信しても、閲
覧することができない（または受信自体ができない）などの状態をいう。一般的に、盗難
、紛失した場合に、第三者が通信端末１００を悪用することができないような状態にする
ものである。
【００２２】
　また、状態確認部１０２は、リモートロック状態であると判断すると、通信部１０１に
おいて受信された制御信号を記憶部１０５に出力し、記憶させる。また、状態確認部１０
２は、リモートロック状態ではないと判断すると、通信部１０１において受信された制御
信号は、機能実行部１０３において処理される。
【００２３】
　また、状態確認部１０２は、リモートロック状態であるときに通信部１０１が同一の制
御信号を複数受信する場合には、後から受信した制御信号については、記憶部１０５に記
憶させることなく破棄する処理を行う。これにより、重複した制御信号を複数記憶させる
ことがなく、メモリの使用効率を向上させることができ、また制御信号に基づいた処理を
行う際に、同じ処理を何度も行うことがなくなる。
【００２４】
　機能実行部１０３は、通信部１０１において受信された制御信号に従った機能部１０４
ａ～１０４ｃを実行させる部分である。
【００２５】
　さらに、機能実行部１０３は、ユーザ操作または外部ネットワークからの遠隔操作に基
づいてリモートロックが解除されると、優先度ＤＢ１０６および記憶部１０５に記憶され
ている制御信号の種別に応じた優先順位で各機能を実行する。具体的には、機能実行部１
０３は、記憶部１０５に制御信号が記憶されているか否かを判断し、またその制御信号は
複数あるか否かを判断する。さらに複数記憶されていると判断される場合には、機能実行
部１０３は、優先度ＤＢ１０６に記憶されている優先度を確認し、その優先度にしたがっ
て各機能部を実行させる機能実行部１０３に指示をする。
【００２６】
　機能部１０４ａ～１０４ｃは、通信端末１００の各種機能であって、例えば、電子メー
ルの着信処理機能、スケジューラの同期処理機能などである。
【００２７】
　記憶部１０５は、状態確認部１０２においてリモートロック状態であると判断されたと
きに出力された制御信号を記憶する部分である。
【００２８】
　優先度データベース（ＤＢ）１０６は、リモートロック状態が解除されたときに、記憶
部１０５に記憶されている制御信号をどのような優先順位で処理するかを規定する優先度
を記憶する部分である。具体的には、図３に示されるように、機能と優先順位とが対応付
けて記憶されている。図３の例では、電子メール着信機能に対しては、優先順位が１位に
規定されて記憶されており、ロック解除となった場合に、電子メール着信機能とスケジュ
ーラの同期処理とを示す制御信号がそれぞれ記憶部１０５に記憶されていた場合には、機
能実行部１０３は、電子メール着信機能を先に起動させることになる。
【００２９】
　操作部１０８は、ユーザにより通信端末１００を操作するための部分であり、例えば、
英数字からなるキーであり、このキー操作を行うことにより、ユーザは発着信を行ったり
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、またロック状態（リモートロック状態と同様の状態）に移行させることができる。
【００３０】
　このように構成された通信端末１００の処理について説明する。図４は、本実施形態の
通信端末１００のリモートロック状態の有無に応じた処理を示すフローチャートである。
【００３１】
　まず、通信部１０１により制御信号が受信される（Ｓ１０１）。例えば、この制御信号
は、電子メールの着信信号であったり、スケジューラの同期処理信号である。これら信号
が受信されると、状態確認部１０２において、リモートロック状態であるか否かが判断さ
れる（Ｓ１０２）。ここで、リモートロック状態ではないと判断されると、機能実行部１
０３により、制御信号で指定された機能部１０４ａ～１０４ｃのいずれかが選択され、各
種機能が実行される（Ｓ１０３）。
【００３２】
　また、Ｓ１０２において、状態確認部１０２によりロック状態であると判断されると、
同一の制御信号がすでに記憶部１０５に記憶されているか否かがサーチされる（Ｓ１０４
）。そして、同一の制御信号が記憶されていると判断されると（Ｓ１０５：Ｙｅｓ）、状
態確認部１０２による記憶部１０５に対する記憶処理は行われず、受信された制御信号は
破棄される（Ｓ１０６）。
【００３３】
　また、記憶部１０５に同一の制御信号が記憶されていないと、状態確認部１０２により
判断されると（Ｓ１０５：Ｎｏ）、状態確認部１０２により、受信された制御信号が記憶
部１０５に記憶される（Ｓ１０７）。
【００３４】
　このような処理により、リモートロック中において、電子メール着信、スケジューラの
同期処理などの制御信号が受信されると、その制御信号が記憶される。
【００３５】
　つぎに、リモートロックが解除されたときの処理について説明する。図５は、リモート
ロックが解除されたときの通信端末１００の処理を示す説明図である。
【００３６】
　まず、操作部１０８に対するユーザによる操作、または通信部１０１において受信され
た制御信号に基づく遠隔操作にしたがって、機能実行部１０３により、リモートロック状
態が解除される（Ｓ２０１）。そして、機能実行部１０３により、記憶部１０５に制御信
号が記憶されているか否かが判断される（Ｓ２０２）。ここで制御信号が記憶されていな
いと判断されると、特段の処理が行われることなく、処理完了として待機状態に移行する
（Ｓ２０７）。
【００３７】
　Ｓ２０２で制御信号が記憶されていると判断されると、さらに制御信号が複数（Ｎ個）
記憶されているか否かが状態確認部１０２により判断される（Ｓ２０３）。ここで複数（
Ｎ個）記憶されていると判断されると、記憶されている数Ｎが一時保持され、そして機能
実行部１０３により、優先度ＤＢ１０６に記憶されている優先度情報が確認される（Ｓ２
０４）。そして、確認された優先度情報に従って、機能実行部１０３により各機能部１０
４ａ～１０４ｃが起動される（Ｓ２０５）。ここでは、一時保持されているＮは１デクリ
メントされる（Ｓ２０５）。
【００３８】
　また、制御信号が複数記憶されていないと機能実行部１０３により判断されると（Ｓ２
０３：Ｎｏ）、記憶されている制御信号に対応する機能部１０４（１０４ａ～１０４ｃの
いずれか）が起動される（Ｓ２０５）。ここでは、Ｎは１デクリメントされる。
【００３９】
　そして、Ｎ＝０である否かが機能実行部１０３により判断され、Ｎが０になるまで、優
先度にしたがった制御信号に対応する機能部１０４が起動される（Ｓ２０４）。そして、
Ｎ＝０となると処理が完了する（Ｓ２０７）。
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【００４０】
　このように、リモートロックが解除されると、記憶部１０５に記憶されている制御信号
に基づいた機能部１０４を起動させることで、リモートロック状態であるときに制御信号
がきても、リモートロック状態が解除されるとすぐにその制御信号に基づいた処理を実行
することができる。
【００４１】
　なお、上述Ｓ２０５の処理中に、通信部１０１により他の制御信号が受信されると、一
旦記憶部１０５に当該他の制御信号が記憶され、先に記憶部１０５に記憶されている制御
信号で規定されている各種機能が実行された後に、上述他の制御信号に対応する機能が実
行される。また、これに限らず、Ｓ２０５の処理中に受信された制御信号とすでに記憶部
１０５に記憶されている制御情報を合わせて優先度ＤＢ１０６の優先度情報に基づいて、
Ｓ２０５の処理後に実行すべき制御信号を決定するようにしてもよい。さらに、Ｓ２０５
の処理に限定されるものではなく、複数の制御信号の受信処理がほぼ同時に行われた場合
にも、同様に、一方の制御信号を処理しつつ、他方の制御信号は記憶部１０５に記憶され
るようにしてもよい。
【００４２】
　つぎに、本実施形態の通信端末１００の作用効果について説明する。この通信端末１０
０において、ユーザ操作または外部ネットワークからの指示に基づいて機能実行部１０３
により情報の送受信に起因する処理などを禁止するロック状態に遷移され、そのロック状
態であるときに制御情報が受信されると、記憶部１０５に制御情報が記憶される。これに
より、ロック状態であるときに受信された制御情報を保持しておくことができ、ロック状
態を解除したときには、その制御情報を利用した制御を可能にさせ、使いやすい装置を実
現することができる。通常、通信端末１００は、制御情報を受信するとその制御情報に基
づいた処理を実行するよう構成されているものであり、ロック状態であってその制御情報
に基づいた処理を実行することができない状態であっても、制御情報それ自体を記憶して
おくことで、後述するように、ロック解除後には、その制御情報のみを用いることで、当
該制御情報に基づいた処理を実行させることができる。
【００４３】
　例えば、通信端末１００において、操作部１０８によるユーザ操作、または遠隔操作に
よりロック状態が解除されると、機能実行部１０３は、ロック状態中に受信され記憶部１
０５に記憶された制御情報を読み出し、対応する機能部１０４を起動させることで、制御
情報にしたがった処理を実行することができる。よって、手動で制御情報にしたがった処
理を起動させることなく、処理することができ、迅速且つ確実な処理を実現することがで
きる。例えば、メールの着信信号を受信するとその着信信号に基づいてサーバからメール
を取得する処理を行うできる通信端末１００において、ロック状態にあるときにその着信
信号それ自体を記憶しておき、ロック解除後に、記憶されている着信信号を参照するよう
に構成すると、迅速なるメールの取得処理を行わせる動作を可能にさせる。また、スケジ
ューラ、電話帳データの同期処理についても同様に、ロック状態にあるときに同期信号を
受信すると、同期信号それ自体を記憶しておくことで、ロック解除後にその同期信号を参
照するだけで、自動的に、且つ迅速に同期処理を実行することができる。よって、ユーザ
がアプリケーションを起動させ、それぞれの取得処理、同期処理を行う必要がなくなる。
【００４４】
　また、本実施形態の通信端末１００において、優先度ＤＢ１０６において予め規定され
た優先度にしたがって、機能実行部１０３は制御情報に対応する機能部１０４を起動させ
、機能部１０４は処理を実行することができる。よって、制御情報の処理の優先度の高い
ものについては早く実行されることになり、使い勝手のよい装置を実現することができる
。
【００４５】
　また、本実施形態の通信端末１００において、通信部１０１により制御情報が受信され
、記憶部１０５に当該制御情報が記憶された後、再度すでに記憶した制御情報と同じ制御
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情報が通信部１０１により受信されると、当該再度受信された制御情報を記憶部１０５に
記憶しないように、状態確認部１０２は制御情報を破棄する。よって、同じ制御信号を複
数記憶させることがなくなり、例えばロック解除となったときに処理を実行しようとした
場合に、同じ処理を何度も行うことを防止することができ、使い勝手のよい装置を実現す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本実施形態の通信端末１００の機能を示すブロック図である。
【図２】通信端末１００のハードウェア構成図である。
【図３】優先度ＤＢの具体例を示す図である。
【図４】本実施形態の通信端末１００のリモートロック状態の有無に応じた処理を示すフ
ローチャートである。
【図５】リモートロックが解除されたときの通信端末１００の処理を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４７】
１００…通信端末、１０１…通信部、１０２…状態確認部、１０３…機能実行部、１０４
…機能部、１０５…記憶部、１０６…優先度ＤＢ、１０８…操作部、２００…サーバ。

【図１】 【図２】
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【図５】
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